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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費 ３ 河川費 ２７，８１０ ２４，１４８ 

 

１目 河川新設改良費 

 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７，６２２ ２７，８１０ ２４，１４８ 

 

（単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，８７０ ５，０００ ４，３８４ 

 〈概要〉 普通河川梅田川は護岸整備がされておらず降雨時には河川水位が上昇し河岸が崩落するため、 

護岸整備並びに河川内に堆積した土砂の浚渫を実施した。 

 〈成果〉 工事請負費：河川改修工事 Ｌ＝９．５ｍ、かごマット工 Ａ＝２４㎡ 

            浚渫工事 Ｌ＝５０ｍ、土砂浚渫 Ｖ＝１２０㎥

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，７５２ ２２，８１０ １９，７６４ 

〈概要〉 市内を流れる二級河川小糸川・小櫃川は、千葉県により管理されているが、小糸川の中・上流部や

支流は川幅が狭い区間もあるため、浸水被害のない河川環境の整備を図り、地域住民の安全性を確保

するため、尾車川の水門詳細設計、護岸工などを実施した。 

〈成果・進捗〉 

     尾車川は素掘りの普通河川で、降雨時には河川両岸の耕地が冠水するため、平行する千葉県施工の

一般県道荻作君津線の道路改良工事に併せ、千葉県との協定に基づき千葉県６９％、君津市３１％の

負担割合で事業を行った。 

基本協定：平成２６年２月締結   全体計画：延長Ｌ＝１，７４０ｍ 

（現 年 分）７，０１３千円 

負担金：護岸工 コンクリートブロック積 Ａ＝７６㎡ 

    用水管実施設計 １式 
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【８款 土木費   ３項 河川費】 

 

１目 河川新設改良費 

 

（繰越明許分）１２，７５１千円 

委託料：尾車川河川改修事業（水門詳細設計業務委託） 水門詳細設計 １式 

事業延長Ｌ＝１，７４０ｍのうち、護岸工などを実施した。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費 ４ 都市計画費 １，１６８，２５５ １，１５２，８０１ 

 

１目 都市計画総務費 

 

（単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，６５４ ２２，８３７ ２１，８７５ 

〈概要〉 都市計画に関する情報収集及び各種調査等を実施し、都市の健全な発展と秩序ある整備を図る。 

〈成果〉 千葉県の都市計画見直しに合わせて本市の都市計画見直しを行うとともに、君津インターチェンジ

周辺土地利用及び開発計画の検討、君津駅周辺まちづくりの検討等を実施した。 

 

（単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 
決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，１００ １０，５８２ １０，０５４ 

〈年度実績〉 君津インターチェンジ周辺土地利用の事業化推進に向けた対応検討、事業者ヒアリング、 

地権者説明会、地権者意向調査、関係機関協議、事業化スケジュール案の検討に取り組んだ。 

 

（単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 
決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７，４８０ ５，０００ ４，９５０ 

〈年度実績〉 君津駅周辺の関係者が協議する場・組織の立ち上げに向け、まちづくりの機運を高める 

取組として、広く参加者を集めたトークセッションやワークショップを開催した。 
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【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

２目 建築指導費

 

○木造住宅耐震化促進事業 【建築課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，７９９ ７，５２６ ７，３２４ 

〈概要〉 耐震相談会の開催や木造住宅の耐震診断に要する費用の補助を行い、建築物の安全性に対する

    市民意識の向上を図るとともに、木造住宅の耐震改修及び併せて行うリフォームに要する費用の

一部を補助することにより、耐震化の促進、住環境の質の向上を図った。

〈成果〉 ・耐震相談会  委託料  ２６４千円

耐震相談会開催回数    ８回（相談組数 ４３組）

出前耐震相談開催日数   ３日（相談組数  ６組） 

・木造住宅耐震診断事業      委託料 ２，２３０千円（２７件） 

・木造住宅耐震化促進補助制度   補助金 ３，５１１千円（ ４件） 

・木造住宅リフォーム補助制度   補助金 １，２００千円（ ３件） 

 

○危険ブロック塀等除却事業 【建築課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５４５ １，０１４ １１２ 

〈概要〉 危険ブロック塀等の除却を促進し、地震発生時における倒壊を未然に防ぎ被害の防止を図るため、

危険ブロック塀等の除却工事を行う者に、除却に要した費用の一部を補助した。

〈成果〉 危険ブロック塀等除却事業補助金   ９８千円（ ２件） 
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【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

 

４目 街路事業費 

 

○都市計画街路整備事業 【土木課】 

  （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５０，７２８ ７３，８００ ７１，９９１ 

〈概要〉 市街化区域における舗装の劣化が著しい路線について、交通事故防止及び交通の安全を確保する 

ため、舗装補修工事を実施した。 
〈成果〉 工事請負費：市道君津・清和線舗装補修工事 工事延長 Ｌ＝７５５ｍ 

Ａｓ舗装工（基層改質Ⅱ型） Ａ＝４，３２０㎡ 
Ａｓ舗装工（表層改質Ⅱ型） Ａ＝４，９００㎡ 
Ａｓ舗装工（表層特殊合材） Ａ＝１，２５０㎡ 

市道君津・清和線事業延長Ｌ＝１，１３８ｍのうち、Ｌ＝７５５ｍの舗装補修工事を実施し、市道

君津・清和線事業について完了した。 

 

○街路樹等管理事業 【土木課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２７，１９４ ３３，１６７ ３２，００３ 

〈概要〉 市街化区域における幹線道路の中央分離帯や植樹桝内の除草及び植栽の剪定を実施し、生活環境

や都市景観の向上を図った。 
〈成果〉 外箕輪・人見線ほか１７路線の分離帯、植樹桝内の除草等を実施した。 

除草工   ３４，５００㎡ （２回） 

低木剪定   ５，９１０㎡ （１回） 

高木剪定     ８２７本 （１回） 

高木伐採      ８５本 

小糸川沿岸歩行者専用道 

人力除草  １３，１００㎡ （３回） 

機械除草  ２７，７００㎡ （３回） 

低木剪定   ９，０００㎡ （１回） 
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【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

 

５目 公園費 
 

○公園施設長寿命化事業 【公園緑地課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３２，８８１ １１９，４５６ １１７，４４２ 

〈概要〉 公園施設が安全・安心に利用できるよう公園施設長寿命化計画に基づき遊具等の更新工事を実施

した。 

〈成果〉 委 託 料 ： 資材価格等調査業務委託 

              図面付資材 ２品目、工事費調査 ２カウント 

工事請負費 ： 公園施設長寿命化対策工事その１ 

フェンス設置 Ｌ＝１９３ｍ（辻前公園） 

木橋改修 Ｎ＝２橋（大道沢緑道） 

            公園施設長寿命化対策工事その２ 

              複合遊具 Ｎ＝２基（郡常代公園、中野東公園） 

              すべり台 Ｎ＝３基（中新田公園、川田公園、中野中央公園） 

 

○内みのわ運動公園リニューアル事業 【公園緑地課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２４，７３１ ２３，２２５ 

〈概要〉 民間活力導入により公園のリニューアルを実施するため、公募設置等指針の作成やプール等 

既存施設の解体設計を実施した。 

〈成果〉 ・内みのわ運動公園リニューアル事業民間事業者公募業務委託 

        公募設置等指針の作成、公募設置等予定者選定委員会の開催 

      ・内みのわ運動公園プール等解体設計業務委託 

        老朽化により撤去を予定しているプール等既存施設の解体設計 

 

  

- 160 -
－ 160 －



【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

 

６目 公共下水道費 
 

○君津富津広域下水道組合負担金 【建設計画課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

４７４，０００ ４７０，０００ ４７０，０００ 

〈概要〉 君津富津広域下水道組合に負担金を支出し、下水道の整備促進を図った。 

〈成果〉 市街化区域を中心に、下水道施設の整備・普及を推進し、居住環境の向上を図った。 

・負担金    ３５４，１７３千円（雨水処理費、高度処理費等） 

・出資金    １１５，８２７千円（建設改良費、企業債償還元金等） 

  

- 161 -
－ 161 －



 

（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費 ５ 住宅費 ２９，５８７ ２４，２５１ 

 

１目 住宅管理費 
 

○市営住宅管理事業 【建築課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，２２１ ６，７８５ ４，３３８ 

〈概要〉 市営住宅８団地１０９戸の維持管理を行った。 

〈成果〉 修繕費     １，０１６千円（施設の補修 ９件） 

委託料     １，２６６千円（草刈、蜂の巣撤去） 

土地借上料   １，９６７千円（新町団地、あけぼの団地、藤林団地） 

団地名 管理戸数 入居戸数 

新 町 団 地 ２０戸   １３戸   

小市部団地 １０戸   ４戸   

千 鳥 団 地 ４戸   ４戸   

あけぼの団地 １５戸   ７戸   

藤 林 団 地 ７戸   ６戸   

平 山 団 地 ２０戸   ５戸   

古 川 団 地 ２戸   ２戸   

外箕輪団地 ３１戸   ２７戸   

計 １０９戸   ６８戸   

      

○中古住宅取得補助事業 【建築課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２８，６１０ ２２，６１２ １９，８０４ 

〈概要〉 中古住宅の利活用を促進し管理されない空き家の発生を抑制するため、自ら住む目的で戸建て中古

住宅を取得した者に対し、取得に要した費用の一部を補助した。 

〈成果〉 中古住宅取得補助金   １９，８００千円（４５件） 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

９ 消防費  １，９６９，０００ １，９２８，２６６ 

 １ 消防費 １，９６９，０００ １，９２８，２６６ 

 

１目 常備消防費 

 

常備消防は、１本部・１署・３分署が配置され、車両３１台を配備し、職員数１６０人で組織されており、 

令和６年度中の出動状況等は次のとおりとなっている。 

     火災出動    ８２件  

     救急出動 ５,３４８件（うち高度救命処置     ８５件） 

（消防隊等との連携活動 ６８３件（ＰＡ連携５８０件・救急支援１０３件）） 

（Ｄｒヘリ要請       ９件（うち搬送  ４件）） 

     救助出動       ８２件  

 

○予防業務関係費 【予防課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５３６ １，１５９ ５０８ 

〈概要〉 春・秋季火災予防運動を中心にポスターの掲示、住宅用火災警報器の設置促進及び維持管理の 

    広報を実施するとともに、年５回定期的に火災予防チラシを回覧し、火災予防の啓発に努めた。 

     また、防火対象物や危険物施設への立入検査等を実施した。 

〈成果〉 市民や市内事業所に対して防火、防災に対する意識の高揚を図った。 

・住宅用火災警報器設置率     ８２％ 

・防火対象物立入検査      １４５件 

・危険物施設立入検査       ８４件 

・自治会回覧による火災予防チラシ  ５回（４月、７月、１０月、１２月、２月） 
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【９款 消防費   １項 消防費】 
 

１目 常備消防費 

 

○消防庁舎等管理費 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４,３５４ ５０，３０２ ５０，１２９ 

〈概要〉 消防庁舎の維持管理のため、修繕の実施及び清掃業務や各設備等の保守点検等を業者委託により 

実施した。 

 また、光熱水費など施設の適正な維持管理に係る経費等を支出した。 

〈成果〉 消防庁舎内の衛生的な環境確保及び各設備等の機能維持を図ることができた。 

       ・修繕費       １１，５１５千円 

       ・光熱水費、燃料等  ２２，４０９千円 

       ・施設管理委託     ９，２３１千円 

        ・工事請負費      ６，９７４千円 
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【９款 消防費   １項 消防費】 
 

１目 常備消防費 

 

○消防職員教育研修費 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，７５５ ３，０５９ ２，９７４ 

〈概要〉 消防職員としてより高度な専門的知識や技術を習得するため、千葉県消防学校に２０人、消防大学 

校に１人、その他の研修・講習等を２３人が受講した。 

〈成果〉 各研修課程において、基礎的、専門的知識及び技術を習得することができた。 

また、消防大学校では、全国の消防職員とともに研修を実施することで、相互に情報交換しな 

がら、より高度で専門的な知識と最新の技術を習得することができた。 

 

 研 修 課 程 人員 研修期間 研修経費 

千葉県 

消防学校 

初任科 ２人  １１１日間  ６９４千円 

救助科 ２人  ２３日間  ２３０千円 

救急科 ４人  ４１日間  ６０９千円 

火災調査科 ２人  １４日間  ２５３千円 

予防査察科 １人  １１日間  ４３千円 

特殊災害科 ２人  １０日間  ８９千円 

訓練指導科 ２人  １０日間  ５１千円 

中級幹部科 １人  ８日間  ２５千円 

水難救助科 １人  ８日間  ４１千円 

はしご自動車等講習会 ２人  ４日間  ２３千円 

 航空特別応援研修 １人  １日間  １千円 

消防大学校 新任消防長・学校長科 １人  １７日間  ８８千円 

その他 その他の研修・講習等 ２３人  ４日間ほか  ８２７千円 

合 計 ４４人  － ２，９７４千円 

 

○ちば消防共同指令センター関係費 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８，４６３ ６４,７５５ ６０，０９７ 

〈概要〉 千葉県北東部・南部の２０消防本部で共同運用を行っている「ちば消防共同指令センター」の 

運用に要する経費や指令システムの全体更新に係る負担金を支出した。 

 〈成果〉 指令管制システム機器及び車載端末装置等の部品交換により、ちば消防共同指令センターの安定

的な稼働に寄与することができた。 

        ・運営負担金分        １５，７３３千円 

        ・指令システム全体更新分   ４４，３６４千円 
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【９款 消防費   １項 消防費】 
 

２目 非常備消防費 

 

非常備消防は、１本部・５個支団・３０個分団をもって組織し、定数８０８人に対して、令和６年度末の 

実員は７２８人となっている。 

（うち、女性消防分団１６人、機能別市役所分団２８人、機能別消防ＯＢ団員６９人） 

 火災や風水害などの各種災害に備えて各種訓練や研修を実施し、災害対応力の充実強化を図った。 

 

○消防団員報酬等関係費 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４７,６３３ ４７,８２２ ４７,５７８ 

〈概要〉 消防団員の報酬の支給及び消防団運営交付金を交付した。 

〈成果〉 消防団の運営を円滑に遂行することができた。 

       ・年額報酬・出動報酬  ３９，５０２千円 

・運営交付金       ８，０７６千円 

 

（出動実績） 

        ・火災出動   ５４件    １８９個分団（延べ） 

 

○消防団活動関係費 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，１８７ １２，６３７ １１，８９８ 

〈概要〉 消防団機庫の光熱水費や車両の燃料など消防団活動に関する費用のほか、消防団活動の充実強化

のため、各種訓練や活動上必要な装備品の整備に係る経費を支出した。 

     また、消防協力隊員の活動に係る傷害保険の加入等を行った。 

〈成果〉 消防団の運営や消火活動等を円滑に遂行するとともに、防火衣等の消防団活動に必要な装備品を

貸与し、災害対応力の強化を図った。 

・光熱水費、燃料等  ３，５０９千円 

・被服等       ８，１４２千円 

・消防協力隊保険料    ２４７千円 

         

消防団応援の店       ２９店舗登録（令和７年３月３１日時点） 
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【９款 消防費   １項 消防費】 
 

３目 消防施設費 

 

○消防水利整備事業 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６２，２３８ ３６，４９８ ３２，２２３ 

〈概要〉 消防力の充実強化を図るため、消火栓を新設したほか、既存消防水利の維持補修や防火水槽の 

解体を行った。 

〈成果〉 消火栓の新設により消防水利の拡充を図ることができた。また、既存消火栓及び防火水槽等の 

適切な維持管理を行うことができた。 

       ・消火栓の維持管理に係る負担金ほか （繰越明許分）  ２１，５８４千円 

                         （現 年 分）   ７，０２９千円 

       ・防火水槽修繕等                    ３，６１０千円 

 

○消防自動車購入事業 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７３，０４２ ２４４，４４７ ２４４，４３８ 

〈概要〉 はしご付消防自動車（４０ｍ級）１台を更新した。 

〈成果〉 はしご付消防自動車（４０ｍ級）の更新により、中高層建築物等における火災や救助活動への 

対応強化を図った。 

 

○消防団施設整備事業 【消防総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３７，６１１ １７，８２７ １７，４２２ 

〈概要〉 分団再編により、統合された分団機庫の解体工事を実施した。 

〈成果〉 分団機庫の解体により、維持管理経費の削減を図ることができた。 

・消防団第１９分団機庫賃貸借               ２，９５８千円 

        ・消防団旧第３８分団機庫及び旧第３８分団二部機庫解体工事 ７，６４４千円 

        ・消防団旧第１０分団機庫解体工事             ６，８２０千円 
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【９款 消防費   １項 消防費】 

 

４目 災害対策費 

 

○防災訓練関係費 【危機管理課】 

   （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

３０５ ３７０ ２７１ 

〈概要〉 清和地域拠点複合施設において、市民、市及び防災関係機関の連携のもと、災害時における防災

活動が円滑に行われるよう、千葉県北西部直下地震による家屋の倒壊やライフラインの寸断などを

想定した総合防災訓練を実施した。 

     また、自治会や自主防災会などが行う自主防災訓練及び防災講座に職員を派遣した。 

 〈成果〉 総合防災訓練については、災害対応の初動体制の確認と地域防災力の向上及び意識の高揚を図る

ことができた。また、新たに孤立集落対策訓練として、ドローンによる被災状況の確認や支援物資

の搬送等の訓練を実施し、孤立集落が発生した場合の対応策について確認することができた。 

自主防災訓練及び防災講座については、防災意識を高め、災害時における適切な行動等をとれる 

よう実施した 

件 名 回 数 参加者数 

自主防災訓練 １１回  ５７４人 

防 災 講 座 １４回  ４４６人 

 

○非常災害時用備蓄品購入事業 【危機管理課】 

   （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

９，９３０ ５，４４６ ５，４２７ 

 〈概要〉 避難所の熱中症対策として大型扇風機を購入したほか、非常用食料や飲料水、災害用トイレ処理

セット等の備蓄品の追加配備を行った。 

 〈成果〉 避難所の開設・運営に必要となる消耗品や備品等を増強することができた。 
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【９款 消防費   １項 消防費】 

 

４目 災害対策費 

 

○情報発信施設等維持管理事業 【危機管理課】 

   （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２５，０７３ １６，２１６ １５，３９２ 

 〈概要〉 防災行政無線施設を常時安定稼働させるため、陸上移動局・屋外拡声子局の保守点検や修繕等を

行った。また、君津市防災アプリにより、防災行政無線の放送内容、各種気象警報・注意報や停電

情報等の防災情報の発信を行った。 

 〈成果〉 各施設について随時点検や修繕等を行い、年間を通して防災行政無線施設を安定稼働させること

ができた。 

また、防災アプリにより、迅速かつ確実に防災情報を発信することで、市民の安全・安心に寄与 

することができた。 

 

○災害時通信機器整備事業 【危機管理課】 

   （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，７０５ ５，５７３ ５，４６６ 

〈概要〉 災害対応に係る情報通信環境等を整えるため導入した災害対策本部用及び避難所担当者用 

スマートフォン２２台、衛星携帯電話９台のリース、モバイルＷｉ－Ｆｉルーター３台、災害対応用 

地理情報システムの賃借料及び利用料等 

〈成果〉 災害対策本部用及び避難所担当者用スマートフォンについては、防災アプリと連携した避難所の

混雑状況の報告やグループチャットアプリにより、迅速かつ正確な情報共有につながった。 

衛星携帯電話については、通信障害発生時でも拠点間での通信が可能な環境を維持することが 

できた（市役所本庁舎、各市民センター（４）消防本部、消防署（３分署）の計９か所）。 

災害対応用地理情報システムについては、地理的データに住民情報や警戒区域等の情報を重ねる 

ことで視覚的に表示することができるため、迅速な避難指示を発令することができた。 

 

○地区防災計画策定事業 【危機管理課】  

   （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

２ ３，１９３ １，９８０ 

〈概要〉 君津地区における自主防災組織1団体に対し、地区防災計画の策定支援を実施した。 

〈成果〉 地区防災計画の策定作業を通じて、減災に関する自助・共助の重要性を再認識するなど、地域 

防災力の向上につなげることができた。 
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【９款 消防費   １項 消防費】 

 

４目 災害対策費 

 

○土砂災害ハザードマップ作成事業 【管理課】 

                                （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

－ １，６５０ ９２４ 

 〈概要〉 令和６年１月に土砂災害警戒区域および土砂災害特別警戒区域が追加指定されたことを受けて、

避難情報を掲載したハザードマップを作成し、市民への周知を行った。 

 〈成果〉 ハザードマップを令和７年２月の自治会回覧で配布したほか、市ホームページに掲載した。 

 

 

○孤立集落対策緊急支援事業 【危機管理課】  

   （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３６，５０４ ３０，８８８ 

〈概要〉 災害発生時に道路の寸断等により、公助が行き届かない場合が想定されるため、事前に孤立する 

可能性がある集落に資機材等を配布した。 

〈成果〉 災害発生時に孤立する可能性のある７２集落に対し、ソーラーパネル付きポータブル電源及び 

簡易トイレ等を配布することで避難環境を強化することができた。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費  ５，８２４，０９１ ５，３９０，９９７ 

 １ 教育総務費 ４２１，５７０ ４１３，７５４ 

 

１目 教育委員会費 

 

○特別支援教育推進事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５４６ ６３０ ５８６ 

〈概要〉 特別支援教育アドバイザーを任用し、幼児を中心に就学に関する検査や園訪問などを行った。 

相談窓口としての「ほほえみ相談室」の運営を行った。 

〈成果〉 特別な支援を必要とする児童生徒への支援の継続と充実を図る校内支援体制の整備を推進した。 

・特別支援チームの要請訪問：幼稚園・保育園９園（１６件）、小学校３校（３件） 計１９件 

・就学相談・検査、就園相談、園の訪問支援の実施、一任判定を要する件への対応 

 特別支援教育コーディネーターによる調査：幼稚園・保育園７件、小中学校７件 計１４件  

・県立君津特別支援学校との連携による就学に関わる「ほほえみ相談室」の運営 

      ・言語通級指導教室の１教室開設に伴い、必要な備品を準備した。 

 

○奨学金貸付事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０，０６０ １３，１００ １３，１００  

〈概要〉 経済的な理由により修学が困難な学生に対し、修学に必要な資金の貸付けを行い、有為な人材の 

育成に努めた。 

〈成果〉 新たに大学生６人に貸付けを行った。 

     

     継続  月額５０千円  １５人   ９，０００千円 

    月額４０千円   ２人     ９６０千円 

新規  月額５０千円   ４人   ２，３００千円 

  月額４０千円   １人     ４８０千円 

    月額３０千円   １人     ３６０千円 

         計           ２３人  １３，１００千円 
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【１０款 教育費   １項 教育総務費】 
 

１目 教育委員会費 

 

○学校再編推進事業 【教育総務課】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２７ １８８ ２１ 

〈概要〉 周西の丘小学校移転に向けて、「子どもたちにとってよりよい教育環境の整備」に取り組んだ。 

〈成果〉 新校舎として活用するため、旧坂田小学校の環境整備を行った。 

 

２目 事務局費 

 

○私立幼稚園教育振興費補助事業 【保育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１７０ １，２００ １，１５２ 

〈概要〉 市内の私立幼稚園の適正な運営に資するため、教材費等の一部を補助した。 

市内私立幼稚園・私立認定こども園（幼稚園型） ４園 

〈成果〉 市内の私立幼稚園に対し、教材費等の一部を補助することにより、適正な運営を維持する一助と 

するとともに、幼児教育の振興を図った。 
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【１０款 教育費   １項 教育総務費】 
 

２目 事務局費 

 

○学校図書館司書補助員配置事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

７，３３１ ８，２６４ ８，０５７ 

〈概要〉 学校図書館に司書補助員を配置し、図書館担当職員の補助及び図書館運営に関する支援を行った。 

司書補助員１９人配置：任用は、年間平均８８日 

（９５日～１００日勤務：５校、８５日～９０日勤務：５校、７５日～８０日勤務：９校）  

 司書補助員への報酬、旅費等を支出した。 

〈成果〉 児童生徒の読書意欲を高めるとともに、学校図書館システムを活用して、学校図書館機能を高め、

蔵書の有効活用及び読書教育の推進を図ることができた。 

中央図書館と連携し、学校の授業等で活用する貸出しセットを用意して、読書活動や学習で活用 

することができた。（学校団体貸出し実績：９回 延べ１２８冊 ３校利用） 

司書補助員を配置することにより、学校図書館の３つの機能（読書センター機能、学習情報セン 

ター機能、心のオアシス機能）を適切に維持することができた。 

 

○伝統音楽教育推進事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９４ ２２８ １６０ 

〈概要〉 年間を通じて出前授業を実施した。申請のあった１６校全てで出前授業を実施することができた。

生田流大師範を講師として招聘することで、質の高い指導と生演奏を鑑賞する機会を得ることが 

できた。 

〈成果〉 和楽器（箏）に触れることにより、日本の伝統音楽に興味・関心を持たせ、伝統と文化を尊重

    する児童生徒の育成を図った。 

生演奏を聴いたり実際に演奏をしたりすることにより、箏に親しみ、日本の伝統音楽への興味・ 

関心を深めたり達成感を得たりすることができた。 

箏の師範という日頃関わることのない大人との関わりは貴重であり、師範とのふれあいも大切に 

することができた。 
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【１０款 教育費   １項 教育総務費】 
 

２目 事務局費 

 

○小中一貫教育推進事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７５ １７０ １５５ 

〈概要〉 周南小中一貫教育校において、９年間を一貫したカリキュラムで行う実践を行い、教育活動の 

充実を図った。 

〈成果〉 周南小・中学校が、共有する教育目標や学習規律等を定め、連携を図るために必要となる体制 

づくりを進めた。また、中学校教員による小学校５・６年生外国語科や、中学校入学前の特別 

活動の乗り入れ授業や異学年交流など、９年間の学びと育ちの充実を図ることができた。 

 

消耗品費 

小中一貫教育推進事業関係書籍・・・ １５５，１００円 

 

○幼児教育無償化事業 【保育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７４，７６９ ５８，０１３ ５７，０８８ 

〈概要〉 子ども・子育て支援新制度未移行幼稚園を利用する子どもの保護者について、月額２５，７００円

を上限に保育料等を無償とした。また、保育認定（新２号・新３号）を受けた認可外保育施設等を 

利用する子どもの保護者に対し、利用料の全部又は一部を償還払いした。 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、幼児教育の振興及び良好な子育て環境の促進を 

図った。 

区 分            支給額（千円） 支給延べ月数（月） 

保育料 ５０，１９１ ２，０６６ 

預かり保育 ３，１１０ ９４０ 

認可外保育 ２，５１２ １３６ 

一時預かり事業 ４３３ ３３ 
副食費 ８０７ ３１１ 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ２ 小学校費 ２，７２８，２１３ ２，３８５，５７６ 

 

１目 学校管理費 

 

○校舎等維持補修事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１０，４７７ ９２，４６０ ８８，２８７ 

〈概要〉 校舎等の維持補修、校内樹木の伐採などを行った。 

〈成果〉 補修修繕を迅速に行い、生徒の安全で快適な学校生活に寄与することができた。 

補修修繕   １２校 １７９件 ６９，３４１千円 

委託     １２校  １５件 １４，３２１千円 ほか 

 

○学校運営事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９４，６０６ １１０，７９９ １０４，６７１ 

〈概要〉 学校管理に必要な光熱水費、通信運搬費、文具類等を購入し、効果的な学校運営を行った。 

〈成果〉 学校管理に必要な物品等を購入し、効果的な学校運営を行うことができた。 

 

○施設整備事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７１，２９３ ２，１２８，４４７ １，８０３，７５３ 

〈概要〉 各小学校からの施設整備の要望に基づき、計画的に施設整備を行った。また、子どもたちに 

とってよりよい教育環境を目指した学校再編の実施に伴い、統合後の使用校舎の施設整備を行った。 

〈成果〉 学校施設の整備を行い、教育環境の向上を図った。 

   （繰越明許分）小学校空調設備設置事業          １９，４３４千円 

   （逓次繰越分）大和田・坂田小学校統合施設整備事業    ８７，１９０千円 

   （現 年 分）                  １，６９７，１２８千円 

・令和７年度へ繰越明許                １９，０３０千円 
・令和７年度へ逓次繰越               ３０３，８８０千円 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】 
 

１目 学校管理費 

 

・小学校空調設備設置事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１，８０４ ２４，５５８ ２２，９７７ 

〈年度実績〉 猛暑等に伴う児童の体調管理への配慮及び快適な学習環境を確保するため、小学校１１校の

特別教室へ空調設備を設置するための設計及び周西の丘小学校の普通教室にレンタルエアコン

を設置した。 

    （繰越明許分）        １９，４３４千円 

（現 年 分）         ３，５４２千円 

 

・大和田・坂田小学校統合施設整備事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

    ５６，２９６ ２，０８０，６８７ １，７７６，８０７ 

〈年度実績〉 旧坂田小学校を周西の丘小学校の使用校舎とするための施設整備を行った。 

（逓次繰越分）         ８７，１９０千円 

（現 年 分）      １，６８９，６１７千円 

・令和７年度へ逓次繰越    ３０３，８８０千円 

 

○管理備品購入事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，２６４ ２，７４４ ２，６８３ 

〈概要〉 学校の管理運営に必要な備品を購入した。 

〈成果〉 小学校管理備品を整備し、教育環境の充実を図った。 

○スクールバス運行事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２７，１２１ １２７，５１８ １２７，１４９ 

〈概要〉 学校再編に伴う、児童の通学手段としてスクールバスを運行した。 

〈成果〉 児童の登下校における安全の確保と通学距離の延伸による負担軽減を図ることができた。 

運行車両台数 ： 清和小学校 ３台  小糸小学校 ４台  上総小学校 ６台 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】 
 

２目 教育振興費 

 

○振興備品購入事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４，４９４ ６，６０６ ６，５８６ 

〈概要〉 授業に必要な教材を購入した。 

〈成果〉 授業の効率化を促進するため、各種教材備品等の整備充実を図った。 

・備品等 ４，７３６千円  

・図書等 １，８５０千円 

 

○特別支援教育就学奨励事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，３５７ ５，０９９ ４，８２８ 

〈概要〉 特別支援学級に在籍する児童又は通常学級に在籍する学校教育法施行令第２２条の３に規定 

    する障害の程度に該当する児童の保護者に対し、就学に必要な経費の一部を補助した。 

 対象者数 小学生１３９人  学用品費や修学旅行費等を一部支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、特別支援教育の振興を図った。 

 

○就学援助事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１６，８２１ ２０，１９８ １８，４２８ 

〈概要〉 経済的な理由により就学困難な児童の保護者に対し、就学に必要な援助を行った。 

対象者数 小学生２５４人  学用品費や修学旅行費等を認定月から支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の振興を図った。 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】 
 

２目 教育振興費 

 

○学力向上推進事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，９８３ ４，５６１ ４，２５７ 

〈概要〉 各小学校が実施した検査費用を全額補助した。 

１～３年生：国語・算数  ４、６年生：国語・算数・理科・社会 

      ５年生：国語・算数・理科・社会・質問紙 

〈成果〉 検査実施後、集計及び結果の分析を行い、１人１台端末と連携し、個々に応じた復習を図り、 

指導者の学習指導の工夫・改善につなげることができた。また、更なる学力状況の基礎データとして 

活用を図れるよう、各学校での研修会等を実施した。 

 

○ＩＣＴ活用推進事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３０，４２５ １２２，５４５ １１９，９３８ 

〈概要〉 各学校において情報教育の推進、校務の効率化を図るために必要となる機器の調達及び各学校へ

ＩＣＴ支援員の配置を毎月２回行った。また、児童１人１台端末の運用に耐えられる通信環境の 

整備、児童が家庭学習で端末を使用できるようモバイルルータ活用の促進を行った。 

      各学校が必要に応じてオンライン授業を行う際、著作物を安心して使用できるよう、授業目的 

公衆送信補償金制度への加入を継続した。 

      教職員のライフスタイルに合わせて校務が行えるよう、テレワークシステムのモバイルルータの

契約を継続した。 

〈成果〉 情報化時代に対応した情報教育の推進及び校務の効率化を図った。 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】 
 

２目 教育振興費 

 

○学校支援事業 【学校教育課】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２２，０９２ ２６，２２１ ２５，６３６ 

〈概要〉 児童一人一人の教育的ニーズに応じた支援体制を構築するため、「サポートティーチャー・  

サポートスタッフ」を配置し、学習活動や体験活動等の指導・支援を行った。 

〈成果〉 教育支援を必要とする少人数指導を推進することで、きめ細かな指導を充実させ、学力の向上を 

図った。 

      介護・支援が必要な児童にとって、学校での学習や生活の場面において、豊かな人間性や社会性 

を育成し、きめ細かな教育活動が可能となった。 

特別支援学級に在籍する児童だけでなく、通常の学級に在籍する支援の必要な児童に対しても、 

一人一人のニーズに応じた支援をすることができた。 

    ・サポートティーチャー５校に５人配置 

      南子安小、周西小、貞元小、周南小、小糸小 

・サポートスタッフ９校に２４人配置 

       八重原小、南子安小、周西小、周西の丘小、貞元小、周南小、小櫃小、北子安小、外箕輪小 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ３ 中学校費 ６２９，０８７ ５８９，１３７ 

 

１目 学校管理費 

 

○校舎等維持補修事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５４，０４９ ４８，４４８ ４８，４３１ 

〈概要〉 校舎等の維持補修、校内樹木の伐採などを行った。 

〈成果〉 補修修繕を迅速に行い、生徒の安全で快適な学校生活に寄与することができた。 

補修修繕    ７校 １０１件 ４３，０９８千円 

委託      ７校  １０件  ５，１７４千円 ほか 

 

○学校運営事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６０，０１５ ５８，８８０ ５３，５８０ 

〈概要〉 学校管理に必要な光熱水費、通信運搬費、文具類等を購入し、効果的な学校運営を行った。 

〈成果〉 学校管理に必要な物品等を購入し、効果的な学校運営を行うことができた。 

 

○施設整備事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７，４３５ ２３７，７５７ ２１９，２１９ 

〈概要〉 各中学校からの施設整備の要望に基づき、計画的に施設整備を行った。 

〈成果〉 学校施設の整備を行い、教育環境の向上を図った。 

・令和７年度へ繰越   １８，３４４千円  
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】 
 

１目 学校管理費 

 

・中学校空調設備設置事業 【教育総務課】 

         （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予算現額 決 算 額 

１６，２８０ ２１０，１６６ ２１０，１６６ 

〈概要〉 中学校の特別教室（理科室、図書室、音楽室）に空調設備を設置するための工事を実施した。 

〈成果〉 エアコン設置による学習環境の改善を図ることができた。 

 

・君津中学校長寿命化改修事業 【教育総務課】 

         （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予算現額 決 算 額 

― ４，４３３ ４，４００ 

〈概要〉 君津中学校の普通教室棟の長寿命化改修工事に向けた方向性を確定するための耐力度調査を 

行った。 

〈成果〉 耐力度調査が完了し、改修工事に向けた準備を行うことができた。 

 

○管理備品購入事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，０５７ １，８８１ １，８０８ 

〈概要〉 学校の管理運営に必要な備品を購入した。 

 〈成果〉 中学校管理備品を整備し、教育環境の充実を図った。 

 

○スクールバス運行事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０４，６１８ １００，３００ ９６，０１９ 

〈概要〉 学校再編に伴う、生徒の通学手段としてスクールバスを運行した。 

〈成果〉 生徒の登下校における安全の確保と通学距離の延伸による負担軽減を図ることができた。 

運行車両台数 ： 周東中学校   ３台 

  上総小櫃中学校 ５台 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】 
 

２目 教育振興費 

 

○振興備品購入事業 【教育総務課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，００２ ６，０５３ ６，０２８ 

〈概要〉 授業に必要な教材を購入した。  

〈成果〉 授業の効率化を促進するため、各種教材備品等の整備充実を図った。 

・備品等 ５，１１０千円 

・図書等   ９１８千円 

 

○特別支援教育就学奨励事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，８５７ ３，４７３ １，７５２ 

〈概要〉 特別支援学級に在籍する生徒又は通常学級に在籍する学校教育法施行令第２２条の３に規定 

する障害の程度に該当する生徒の保護者に対し、就学に必要な経費の一部を補助した。 

対象者数 中学生２８人 学用品費や修学旅行費等を一部支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、特別支援教育の振興を図った。 

 

○就学援助事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２３，９６５ ２７，７０９ ２３，０１９ 

〈概要〉 経済的な理由により就学困難な生徒の保護者に対し、就学に必要な援助を行った。 

      対象者数 中学生１９０人  学用品費や修学旅行費等を認定月から支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の振興を図った。 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】 
 

２目 教育振興費 

 

○学力向上推進事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，２３６ ３，８７１ ３，３４０ 

〈概要〉 各中学校が実施した検査費用を全額補助した。 

１、３年生：国語・算数・理科・社会・英語、２年生：国語・算数・理科・社会・英語・質問紙 

〈成果〉 検査実施後、業者において集計及び結果の分析を行い、１人１台端末と連携し、個々に応じた 

    復習を図り、指導者の学習指導の工夫・改善につなげることができた。また、更なる学力状況の 

基礎データとして活用を図れるよう、各学校での研修会等を実施した。 

 

○ＩＣＴ活用推進事業 【学校教育課】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７５，５４７ ７４，３７６ ７２，３４９ 

〈概要〉 各学校において情報教育の推進、校務の効率化を図るために必要となる機器の調達及び各学校へ 

ＩＣＴ支援員の配置を毎月２回行った。また、児童１人１台端末の運用に耐えられる通信環境の 

整備、児童が家庭学習で端末を使用できるようモバイルルータ活用の促進を行った。 

      各学校が必要に応じてオンライン授業を行う際、著作物を安心して使用できるよう、授業目的 

公衆送信補償金制度への加入を継続した。 

      教職員のライフスタイルに合わせて校務が行えるよう、テレワークシステムのモバイルルータの

契約を継続した。 

〈成果〉 情報化時代に対応した情報教育の推進及び校務の効率化を図った。 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】 
 

２目 教育振興費 

 

○中学校合同生徒会事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８ ２１９ ２１８ 

〈概要〉 各中学校のリーダー養成を主眼とし、「学校を越えた様々な仲間との交流を通し、自主性、協調性、

コミュニケーション能力などの社会性を身につけた生徒の育成を図る。また、全体協議会・研修会を

実施し学校間の交流を深めるとともに、市内一斉の生徒会活動を展開する。そして、やがては君津市

のリーダーとして活躍していける生徒の育成を目指す。」ことを目標に実施した。 

〈成果〉 平成２１年に発足した合同生徒会は、１５周年を迎え、第１５期全体協議会は、ＮＰＯ法人地球の

ステージ代表理事の桑山紀彦氏をお迎えし、講演を聞いた。その講演を受け、「私たちが考える幸せ

とは」をテーマに、幸せについて考え、生徒から出た意見が「君津市こども計画」に反映された。 

      全体研修会は、オンライン開催し、第１６期合同生徒会の活動について、意見交換をし、共通の 

     取組の「ＯＭＯＩＡＩ運動（愛さつ運動含む）」、「ＳＤＧｓ活動」について、力を入れる内容に 

ついて確認することができた。 

 

 

○学校支援事業 【学校教育課】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４，０３８ ４１，１１４ ３９，７９８ 

〈概要〉 生徒一人一人の教育的ニーズに応じた支援体制を構築するため、「サポートティーチャー・ 

サポートスタッフ」を配置し、学習活動や体験活動等の指導・支援を行った。 

〈成果〉 教育支援を必要とする少人数指導を推進することで、きめ細かな指導を充実させ、学力の向上を 

    図った。 

      介護・支援が必要な生徒にとって、学校での学習や生活の場面において、豊かな人間性や社会性 

を育成し、きめ細かな教育活動が可能となった。 

特別支援学級に在籍する生徒だけでなく、通常の学級に在籍する支援の必要な生徒に対しても、 

一人一人のニーズに応じた支援をすることができた。 

    ・サポートティーチャー中学校全７校に９人配置 

・サポートスタッフ６校に６人配置  

君津中、周西中、周東中、上総小櫃中、周西南中、八重原中 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ４ 社会教育費 １，０２６，３１１ １，００１，８９９ 

 

１目 社会教育総務費 

 
○子どもの読書活動推進事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２９４ ３６３ ３４１ 

〈概要〉 「第四次君津市子ども読書活動推進計画」に基づき、関連機関等と連携し、乳児期、幼児期、 

児童期と年代に応じた読書活動の推進事業を行った。 

〈成果〉 君津市子どもの読書活動推進委員会や各事業を通じて、年代に応じた活動を推進できた。 

・君津市子どもの読書活動推進委員会 ３回実施 

     ・「子どもが初めて本に出会うための事業（ブックスタート事業）」の実施 

回数：１８回実施  絵本を手渡しした数 ４２０人 

 

○生涯学習バス管理運営事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４，４８２ １５，２４５ １４，８００ 

〈概要〉 生涯学習バスを移動教室と位置付け、利用マナーの向上や環境学習を深める機会とする生涯学習  

バスの管理運営を委託し、運行した。 

〈成果〉 計画どおりに運行し、学校や市民の学習活動に貢献した。 

生涯学習バス運行状況                   （単位：回・人） 
 

区 分 ふれあい号 かがやき号 計 

実
運
行
回
数 

社会教育施設・行政 １１ ２０ ３１ 

学 校 ７５ ７３ １４８ 

社会教育団体ほか ９１ ９５ １８６ 

計 １７７ １８８ ３６５ 

利
用
者
数 

大 人 ３，３４１ ２，４７６ ５，８１７ 

子 ど も ３，２２３ ２，２７２ ５，４９５ 

計 ６，５６４ ４，７４８ １１，３１２ 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

１目 社会教育総務費 

 

○地域子育て支援拠点事業 【生涯学習文化課】 

  （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，７２８ ３，１３９ ２，９６８ 

〈概要〉 子育てについて幅広い知識を持つ広場サポーターを配置し、子育てに関する相談業務や事業を 

実施した。また、利用者による運営委員と協議を重ね、プレイルームの環境作り、各事業の企画・ 

運営を行った。（拠点施設：小糸公民館プレイルーム） 

〈成果〉 各子育て関連事業を行うとともに夏休み子どもゲーム大会や子ども文化祭実行委員会を開催した。 

また、子育て中の親子・祖父母の交流を図り、子育ての拠点づくりとして、地域の教育力の向上を

図った。 

・プレイルーム利用者数 延べ４，０６２人 

 

○コミュニティ・スクール推進事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４４６ ９３８ ６４７ 

〈概要〉 周西南中学校区及び上総小櫃中学校区に学校運営協議会を設置し、「地域とともにある学校」 

づくりの支援を図った。 

〈成果〉 各中学校区学校運営協議会をそれぞれ４回開催した。また、周西南中学校区においては、学校運営

協議会の協議を活動につなげる「地域学校協働本部」の支援を進めた。 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

２目 公民館費 

 

○公民館管理運営事業 【生涯学習文化課・各公民館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８０，８７７ ８７，８８５ ８４，２９１ 

〈概要〉 公民館の管理に関する経費（光熱水費、電話料、設備等の管理・保守委託費）であり、地域住民 

の利用に供するため施設の維持管理を図り、快適かつ安全な利用に努めた。 
 〈成果〉 学習活動や相互交流活動の場を継続的に提供でき、計画的な活動ができる環境を提供できた。 
      各法令に基づき自家用電気工作物保守管理、浄化槽維持管理、消防設備保守点検などを行い、施設

を適正に維持管理した。 
 

各公民館の利用状況                           （単位：回・人） 

（注）中央公民館は、貞元分館の利用状況を含む。上総公民館は、松丘・亀山分館の利用状況を含む。 

 

○公民館維持補修事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７，１６６ ５，５５３ ５，５５３ 

〈概要〉 利用者が快適かつ安全に利用できるよう、公民館の維持補修事業を実施した。 

〈成果〉 各公民館に対して、計２４件の維持補修を実施した。 

区 分 
主 催 事 業 登 録 団 体 その他一般・個人 計 

延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 

君津中央公民館 230  3,344  4,289  50,701  600  18,701  5,119  72,746  

八重原公民館 224  4,055  2,627  24,111  1,871  9,433  4,722  37,599  

周西公民館 84  3,366  1,553  15,856  539  12,757  2,176  31,979  

周南公民館 114  4,058  1,018  7,747  834  8,900  1,966  20,705  

小糸公民館 125  5,151  1,269  11,018  1,888  12,288  3,282  28,457  

清和公民館 50  2,116  600  4,927  431  10,842  1,081  17,885  

小櫃公民館 142  3,282  736  6,860  416   7,115  1,294  17,257  

上総公民館 124  3,707  1,359  10,963  890   20,470  2,373  35,140  

計 1,093  29,079  13,451  132,183  7,469  100,506  22,013  261,768  
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

２目 公民館費 

 

○公民館等再整備事業 【地域づくり課・生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７，７７９ １７，６５５ １７，６５５ 

〈概要〉 「君津市公民館等再整備基本計画」に基づき、公民館等の再整備にあたり、最適な整備手法検討の

ため、ＶＦＭ算定、民間活力導入の可能性調査等を実施した。また、小糸地区の公民館等の再整備 

内容を具体化するため、予定地に敷設されている埋設管の調査を実施した。 

      清和地域拠点複合施設の開館に伴い、公共施設の適正配置を進めるため旧清和公民館の解体実施

設計業務委託を行った。 

〈成果〉 公民館再整備に係る最適な整備手法の検討のため、事業への参入が想定される民間事業者に対し 

サウンディング調査したほか、ＶＦＭ算定及び総合評価を行い民間活力導入の可能性の方向性を 

示した。また、小糸公民館等の再整備を予定している小糸公民館及び隣接する公有地における埋設管

の位置、深度について判明した。 

旧清和公民館の解体実施設計が完了した。 

      （現 年 分）  

君津市公民館等再整備事業 

ＰＰＰ/ＰＦＩ導入可能性調査業務委託  １０，９４５千円 

       君津市糠田地先埋設管調査業務委託     １，４３０千円  

（繰越明許分）  

清和公民館解体実施設計業務委託      ５，２８０千円 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

３目 図書館費 

 

○中央図書館資料購入事業 【中央図書館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２２，２１８ ２２，２１８ ２２，２１１ 

〈概要〉 中央図書館、移動図書館、分室の図書館資料（図書、新聞、雑誌、視聴覚資料）を購入した。 

〈成果〉 市民の読書、学習活動等を支援する多種多様な資料を収集し、提供を図った。 

一般書：６，５７５冊  児童書：２，６５０冊  大活字本：３５タイトル（９３冊）  

新聞：２５紙  雑誌：１５８誌  ＣＤ：２８点  ＤＶＤ：４６点  

朗読ＣＤ：１７タイトル（２４点） 

 

○中央図書館資料貸出事業 【中央図書館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５４，１２９ ６９，０２２ ６６，０３６ 

〈概要〉 会計年度任用職員を任用し、資料の貸出等図書館サービスを実施した。また、移動図書館車を 

運行し、市民の身近な地域での読書機会を提供した。 

〈成果〉 会計年度任用職員２７人配置、資料等読書環境を整備し、市民の読書活動の推進を図った。 

（単位：冊・人）   

 貸出冊数 新規登録者数 利用者数 入館者数 

中央図書館 ４２３，０１３ １，１２２ ９９，６３４ ２３３，６９６ 

移動図書館 ３０，１９０ ２４６ １１，３９３  

分 室 等 １７，８５６ ５１ ５，７９３  

計 ４７１，０５９ １，４１９ １１６，８２０ ２３３，６９６ 

中央図書館の開館日数 ３０４日 

 

○中央図書館読書推進事業 【中央図書館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３２２ １７６ １３４ 

〈概要〉 点訳本作成や保育園等への読み聞かせを行うボランティアの養成講座を行った。 

〈成果〉 読書活動に携わるボランティアを養成し、障がいへの理解や子どもの読書活動の推進を図った。 

点訳講座         ２１回開催 延べ２１０人参加 

      わらべうた・手遊び講座   ２回開催 延べ ５２人参加 

読み聞かせボランティア講座 ３回開催 延べ ４８人参加 

 
- 189 -
－ 189 －



【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

３目 図書館費 

 

○中央図書館施設管理事業 【中央図書館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３０，１６７ ３０，７２５ ２８，８７１ 

〈概要〉 施設の総合管理、設備の保守点検等を実施し、施設の維持管理を行った。 

〈成果〉 老朽化した設備の修繕等適切な維持管理を行い、安全で快適な利用環境の整備を図った。 

 

○中央図書館「知の拠点化」推進事業 【中央図書館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，７７５ ３，７３５ ３，６５７ 

〈概要〉 電子書籍や記事検索のオンラインデータベース、無料のＷｉ－Ｆｉサービスの提供を行った。 

〈成果〉 図書館サービスのデジタル化を推進し、多様なニーズへの対応や利便性の向上を図った。 

インターネット接続データベース（５種）の提供     合計２１回 

国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの提供    合計 ８回 

電子書籍サービス  新規登録者数６０８人 貸出点数２，７０２点 

電子雑誌サービス  閲覧数   ５７４回 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

４目 文化財保護費 

 

○漁業資料館管理運営事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，４６５ ６，９３６ ６，８５０ 

〈概要〉 職員による館内の虫害等環境調査（年４回／６月・９月・１２月・３月）のほか、空調機保守点検、 

浄化槽管理、清掃業務、消防設備点検及び警備業務を実施した。 

〈成果〉 資料館事務、施設の点検・整備や漁業等に関する資料の保存管理を行い、資料館管理の充実を図 

った。 

開館日数 ２８９日 入館者数 ９５７人（市内４５５人、県内３２９人、県外１７３人） 

 

○文化財活用事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４２ ９０７ ９０１ 

〈概要〉 出土遺物公開展、発掘調査成果報告会や、松本ピアノの修理、新井白石パネルミニ展示を実施した。 

〈成果〉 ・出土遺物公開展 

「小糸川周辺の鎌倉・室町時代 ～みふねの里保育園の下に遺跡があった！～」 

関連事業 

  発掘調査成果報告会 参加者７３人 

・市所有「松本ピアノ」の補修（対象３台） 

・新井白石パネルミニ展示（森林体験交流センター等にて展示） 

・県指定文化財「常代遺跡出土の木製品」 修理４点 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

５目 青少年対策費 

 

○子ども１１０番支援事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０８ ７９ ７３ 

〈概要〉 青少年をめぐる諸問題と今後の取組について検討するとともに、青少年の健全育成に係る地域の 

自主的な取組を支援した。また、「子ども１１０番の家」協力者の保険に加入するとともに、新規 

協力者に対し「子ども１１０番の家」プレートを設置した。 

〈成果〉 青少年健全育成合同研修会を開催し、各地区青少年健全育成協議会の活動報告、防犯・子ども 
１１０番の家に関わる情報を収集・集約の上、各団体に提供した。 

 

○放課後子ども教室事業 【生涯学習文化課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３４ １４７ ４０ 

〈概要〉 放課後の子どもたちの安全・安心な居場所づくりと地域住民との世代間交流を目的として、地域 

ボランティアの協力を得て勉強やスポーツ・文化活動等に取り組んだ。 

〈成果〉 八重原小学校において、放課後子ども教室「やえっ子ひろば」を１０回実施した。 

・登録者：      ５１人（八重原小学校１～４年生） 

・地域ボランティア数：１６人 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

６目 博物館費 

 

○常設展示事業 【久留里城址資料館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３５２ １,３４５ １,３４４ 

〈概要〉 博物館法に基づき、各種の歴史関係資料を収集・保管し、その調査研究の成果を生かした展示・ 

普及事業を実施した。 

〈成果〉 「ふるさとの歴史と自然をたずねて」をメインテーマに久留里城に関する資料をはじめ、市内の 

歴史資料を展示し、市民や県内・県外からの来館者、校外学習等の児童生徒などに対応した。 

     令和５年１０月に人間国宝に認定された長板中形の技術保持者、松原伸生氏の作品を２点購入 

した。 

７月２０日～９月１日に「久留里城クイズラリー」と題し、館内常設展に設置した問題を廻る 

クイズラリーを実施した。  

入館者数 １５，１５４人  市内 １，５８４人 
県内 ７，４４５人（市内を除く。） 

                    県外 ６，１２５人 
      クイズラリー参加者数 ３２５人 
 

○企画展示事業 【久留里城址資料館】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，１２１ １，０４４ １，０４１ 

〈概要〉 久留里城や市内の歴史をテーマとして、特別に期間を定めて展示を開催した。 
〈成果〉 戦国時代の久留里城主・里見義堯の没後４５０年を記念し、その足跡や、里見氏と君津市との 

関わりについて紹介した。 

     また、関連事業としてシンポジウム・講演会・バスツアーなどの実施、市民の研究活用の基礎と 

なる展示図録の刊行も行った。 

資料館会期    令和６年１０月２６日～１２月８日（開館３７日） 
入館者数          ３，４５８人 

関連事業参加者数      ３２９人 

図録販売実績   有償頒布分７００部（１冊４００円）完売 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

７目 文化振興費 

 

○市民文化ホール関係費 【生涯学習文化課】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５８，２５９ １６３，７６７ １６３，３５９ 

〈概要〉 市民文化ホールを円滑かつ効率的に運営するため、（公財）君津市文化振興財団を指定管理者に 

指定して管理運営を行い、施設の適切な管理、地域文化の振興と市民福祉の充実を図った。 

〈成果〉 自主事業・共催事業・後援事業を開催し、市内小学６年生を対象とした招待公演「劇団四季こころ

の劇場」や、市内全ての中学生を対象とした「小林紀子バレエ・シアター公演」、拓殖大学紅陵高等

学校吹奏学部と共演の「英国国王陛下の近衛軍楽隊公演」など幅広いジャンルの事業に取り組むこ

とができた。 

 

(1) 主要施設利用状況           

施設名 
利用可能 

日数 
利用日数 稼働率 

利用回数 
利用人数 

午前 午後 夜間 

大ホール 301 264 87.7 ％ 223 228 221 161,273 人 

中ホール 305 257 84.3 ％ 225 211 179 28,289 人 

(中ホール時間貸) (3) (3) ─  (3) (3) (3) (34) 人 

リハーサル室 311 303 97.4 ％ 228 247 284 6,527 人 

小 計 917 824 89.9 ％ 676 686 684 196,089 人 

練習室１ 311 271 87.1 ％ 214 175 217 729 人 

練習室２ 311 256 82.3 ％ 183 175 190 1,069 人 

会議室 311 228 73.3 ％ 169 195 158 948 人 

和室１ 311 174 55.9 ％ 143 156 125 123 人 

和室２ 311 156 50.2 ％ 134 146 116 
24 人 

和室３ 311 156 50.2 ％ 134 146 116 

ギャラリー 311 154 49.5 ％ 145 145 111 805 人 

合 計 3,094 2,219 71.7 ％ 1,798 1,824 1,717 199,787 人 

（注）稼働率は利用日数を利用可能日数で除したもの 

中ホール時間貸：利用日の１か月前までの申し込みとなっている中ホールの利用について、利用日 
より１か月以内でも土日で空いている日は、時間貸しで利用できるようにしたもの 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

７目 文化振興費 

 

(2) 市民文化ホールの自主事業・共催事業・後援事業 

事業名称 公演数 来場者数・参加者数 

文化芸術の鑑賞の機会の提供 

（各種コンサート、きみぶんシネマ） 
３８公演 ２１，５５２人 

地域文化活動の協働及び創造性を育む機会の提供 

（松本ピアノ実施） 

７公演 
（うち４公演 

文化ホール公演） 

６７７人 
（文化ホール公演分のみ） 

文化芸術に関する講座等の開催及び体験の機会の提供 

（ワークショップ等） 
３公演 １１５人 

優れた文化芸術活動の担い手の育成 

（高校演劇大会・きみぶん演劇祭、LIVE FOREST等） 
３公演 ９６６人 

共 催 事 業 １４公演 ６，９４０人 

後 援 事 業 ５公演 ８，６５８人 

合  計 ７０公演 ３８，９０８人 

 

○市民文化ホール改修事業 【生涯学習文化課】 

  （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８８，７８９ ２９，９７０ ２９，９７０ 

〈概要〉 市民文化ホールの施設の性能を維持するため、大ホールの照明操作卓改修工事を実施した。 

 〈成果・進捗〉  

市民文化ホールが正常に機能するため、設備の不具合を回避し、施設利用を提供することが 

できた。 

（繰越明許分） 照明操作卓改修工事          ２９，９７０千円 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

７目 文化振興費 

 

○きみつ少年少女合唱団育成事業 【生涯学習文化課】 

  （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

      １，９４０ １，９４０ １，９４０ 

〈概要〉 本市の子ども文化の代表として活躍するきみつ少年少女合唱団の育成と活動支援のため、補助金

を交付した。 

〈成果〉 定期演奏会の開催をするとともに、２年ぶりの東北での復興応援コンサート開催やうたフェス 

ＪＡＰＡＮへの出演など、県内外からの様々な公演依頼に対し、積極的に参加できた。 

 

 

８目 地域交流センター費 

 

○生涯学習交流センター 【生涯学習文化課・生涯学習交流センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３０，８４２ ３４，０３０ ３２，５９０ 

 

・管理運営事業 【生涯学習文化課・生涯学習交流センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３０，５７５ ３３，７０７ ３２，３５９ 

〈概要〉 生涯学習交流センターの快適かつ安全な利用環境を確保するため、管理運営を行った。 

〈成果〉 施設管理委託等一覧 

・昇降機設備管理業務（エレベーターの遠隔監視、定期メンテナンス） 

・夜間警備業務（長期継続契約）   ・消防設備点検業務 

・自家用電気工作物保安管理業務   ・設備保守管理業務（床、ガラス、空調点検） 

・受水槽清掃業務委託（年１回）   ・光熱水費、ガス・電話料金、ＡＥＤ賃貸借料等 

 

生涯学習交流センター利用状況                    （単位：回・人） 

主催事業 一般団体・個人 計 

延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 

４７ ５５５ ６，９７１ ２２，１０１ ７，２１８ ２２，６５６ 

     ※予約システム導入を機に区分を見直し、交流センターの利用団体は同施設公民館の利用団体へ集約 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

８目 地域交流センター費 

 

・市民相互交流促進・生涯学習促進事業 【生涯学習交流センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２０３ ２７１ １８３ 

〈概要〉 生涯学習交流センターを利用する機会を幅広く提供するとともに、市民の生涯学習活動や家庭 

    教育の促進を図った。 

〈成果〉 現代的な社会課題、子育て支援に関する事業、市民交流イベント等を実施し、市民の学びや相互 

交流の機会を提供した。ＩＴ講習会については、実施回数を増やすことで参加の間口を広げた。 

 

講 座 名 実施回数 受講者数 

ＩＴ講習会 ２６回  ２２２人  

ミニ鉄道フェスティバル １回  ３４８人  

子育て支援交流会 １回  １２人  

傾聴講座 ４回  ３５人  

 

・子ども相互交流事業 【生涯学習交流センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６５ ５２ ４８ 

〈概要〉 子育て関連情報の発信や遊び場の提供や各種イベントの実施により子ども同士や大人同士の交流

促進を図った。 
 〈成果〉 「こっこるーむ」では、親子のふれあいを深めるため、地域団体等の協力を得ながらイベントを 

実施した。 
こども政策課の赤ちゃん応援パック事業と連携し、継続的に周知を進めたところ利用人数及び 

イベント参加者数を大幅に増やすことができた。また、家庭教育指導員が中心となり、市内の子育て

支援事業の情報を収集・発信する中で、子育て支援の環境づくりを進めることができた。 
 

こっこるーむ 利用者数      延べ ９，５６６人 
イベント実施回数        ５６回 
イベント参加者数  延べ   ８４９人 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】 
 

８目 地域交流センター費 

 

○上総地域交流センター 【生涯学習文化課・上総地域交流センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８，００７ １９，５３７ １９，１１６ 

 

・管理運営事業 【生涯学習文化課・上総地域交流センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７，９７８ １９，５０８ １９，０８９ 

〈概要〉 上総地域交流センターの快適かつ安全な利用環境を確保するため、管理運営を行った。 

〈成果〉 利用者に快適かつ安全な環境を提供することができた。また、各公民館と同様に節電に取り組み、 

維持管理費の削減と節電意識の向上に努めた。 

   施設管理委託等一覧 

     ・昇降機設備管理業務（エレベーターの遠隔監視、定期メンテナンス） 

     ・夜間警備業務（長期継続契約） 

     ・消防設備点検業務 

     ・自家用電気工作物保安管理業務 

     ・設備保守管理業務（床、ガラス、空調点検） 

     ・浄化槽維持管理業務委託 

     ・夜間・土日開館業務委託（（公社）君津市シルバー人材センターに委託）等その他管理経費 

・光熱水費、ガス・電話料金、ＡＥＤ賃貸借料等 

 

    上総地域交流センター利用状況         （単位：回・人） 

主催事業 一般団体・個人 計 

延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 

３ ７４ １９ ７６２ ２２ ８３６ 

※予約システム導入を機に区分を見直し、交流センターの利用団体は同施設公民館の利用団体へ集約 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ５ 保健体育費 ８４８，８２２ ８３３，４８０ 

 

１目 保健体育総務費 

 

○学校保健事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

３３，００２ ２１，９１３ １９，８７４ 

〈概要〉 学校保健安全法に基づき、児童・生徒及び教職員の健康維持管理と学校環境衛生の確保を図った。 
〈成果〉 児童・生徒及び教職員の健康維持増進と適切な学校環境を確保した。 

       生活習慣病予防健診 小学生 ５２９人、中学生 ４９３人 （対象学年 小４、中２） 
       教職員健康診断（基本健診） ３１７人 

       心電図検査     小学生 ５３５人、中学生 ５５９人 （対象学年 小１、中１） 

 

○学校体育推進事業 

・体力向上プロジェクト事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４４ ５７７ ４７８ 

 〈概要〉・全国・関東大会出場選手激励会を行い、３校４種目、２１人の選手に激励書と記念品を贈呈した。 

     ・小学校５・６年生、中学校１・２・３年生を対象に、持久走ランキングを２回実施し、各学年男女 

      別トップ２０の児童生徒へ記録書を贈呈した。 

     ・地域移行の推進のための委員会を設置し、年３回の協議を行った。 

     ・地域移行の試験的なクラブとして「きみつ陸上クラブ」を立ち上げた。 

〈成果〉・千葉県総合体育大会を勝ち抜き、全国・関東大会へ出場する選手激励会を行い、関東大会、全国 

     の舞台で活躍する選手たちの励ましの場となった。 

剣道では、関東大会でベスト８、全国大会で２回勝ち上がり、ベスト３２に入る選手もいた。 

    ・「きみつ陸上クラブ」には、２９名の中学生の申し込みがあり、全８回、延べ１２４名の参加が 

     あった。 
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【１０款 教育費   ５項 保健体育費】 
 

１目 保健体育総務費 

 

○学校体育活動指導補助者活用事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６９９ ７６６ ５３９ 

〈概要〉 生徒数の減少・指導者の高齢化や専門性等、学校体育活動や運動部活動が抱える諸課題の解消を 
図るため、地域在住の指導者を養成し、要請のあった市内各中学校へ派遣した。 

〈成果〉 指導補助登録者数 ４１人 
     活動者数     ２３人 延べ８９３回 

      派遣先      君津中学校、周西中学校、上総小櫃中学校、周西南中学校、八重原中学校 
 

○小中学校パラスポーツ体験教育事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

６５１ ５４２ ５４０ 

〈概要〉 市内小中学校において、パラスポーツ選手との交流やパラスポーツの体験学習会を行う。 
〈成果〉 パラスポーツ体験会を通じ、他者への共感や思いやりの心など、共生社会の実現に向けて必要な 

考えや視野を広げ、理解を深めることができた。 
       パラスポーツ体験会実施校 

種  目 実 施 校 
ボッチャ体験会 北子安小、南子安小 
ブラインド・マラソン体験会 周西中、周南中、上総小櫃中 
ブラインド・サッカー体験会 周南中 

 

 
- 200 -
－ 200 －



【１０款 教育費   ５項 保健体育費】 

 
２目 学校給食費 
 

○調理場管理運営費 【学校給食共同調理場】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４１１，００９ ４４２，２７３ ４３０，８９１ 

〈概要〉 調理場業務に必要な消耗品や備品等を購入したほか、光熱水費や会計年度任用職員関係費の支払、 

施設の点検業務や調理等業務委託を行った。 

〈成果〉 安全かつ安定した給食を提供することができた。 

 

○学校給食食物アレルギー対応事業 【学校給食共同調理場】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４８ ２９２ １８１ 

〈概要〉 食物アレルギーを有する児童生徒へ代替食の提供を行った。 

〈成果〉 消耗・劣化した調理器具等を適切に買い替え、食物アレルギー代替食を安全かつ衛生的に提供する 

ことができた。 

 

○給食賄材料費 【学校給食共同調理場】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３０８，０２１ ３０６，２７９ ３０６，２２０ 

〈概要〉 地元産のコシヒカリや野菜を使用した給食の提供を行った。 

〈成果〉 地産地消を推進し、安全安心でおいしい給食を提供することができた。 

      地産地消割合  米１００％、野菜３９．９％（近隣４市産） 

      残渣発生量      ７７，７２５ｋｇ 

      給食訪問       １８校 ４５回 

個別指導    小学校    ３０人 

        中学校     ２人 

食指導（授業） 小学校 ３校  ９回 

        中学校 ２校  ８回 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ６ 教育センター費 １７０，０８８ １６７，１５０ 

 

１目 教育センター費 

 

○教育支援センター管理運営事業 【教育支援センター】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，４２７ ８，６８３   ７，９３３ 

〈概要〉 不登校が長期化している児童生徒に対して、相談活動や様々な体験活動を通して、通級児童 

生徒の自主性や人間関係の改善を行い、社会復帰、学校復帰を目指した取組を行った。 

〈成果〉 個々の状況に応じた対応や学校や他機関との連携により、児童生徒への適切な支援が行えた。 

・個々のニーズに応じた学習形態・時間の確立を図った。 

（月・金は、個別の指導、火・水・木は、小集団での指導） 

・コミュニケーション能力の向上のために、レクやスポーツ活動を取り入れた。 

・自然ふれあい体験として、季節を感じる地域の散策やポニーとのふれあい体験を行った。 

・保護者及び学級担任との連携を深められた。（保護者面談・学級担任面談実施） 

・管理職を含めた学校との連携・共通理解を図った。（学校訪問実施） 

・精神科医による｢さわらび相談｣を行い、医療行為が必要な児童生徒に医療機関とのつながりを 

持たせることができた。 

・四市教育支援教室との連携を図った。（連絡協議会、高校説明会など） 

・令和６年度２９人（小学生１２人 中学生１７人） 

 

○ＩＣＴ活用推進事業 【学校教育課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４６，２２５ ４３，９４１ ４２，６１６ 

 〈概要〉 各学校において情報教育を推進するため、安定した環境で端末の積極的な活用が図れるよう、 

教育ネットワークシステムの保守・管理・運用を行った。 

情報活用能力の育成及びＳＴＥＡＭ教育を推進するために、教材（プログラミング教材 

Ｒｏｏｔ）の貸出しを行ったことで、授業実践の幅が広がってきている。 

 〈成果〉 情報化時代に対応した情報教育の推進及び事務処理の効率化を図った。 
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【１０款 教育費   ６項 教育センター費】 

 
１目 教育センター費 

 

○いじめ防止・虐待貧困対策事業 【教育センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，３９３ １，４５８ １，３９３ 

〈概要〉 いじめ防止のため教育相談窓口の１つとして、平成３１年１月から中学生を対象にＳＮＳを 

活用した相談を開設。また虐待や貧困対策のため、学校と福祉機関等とのつなぎ役となるスクール 

ソーシャルワーカー（ＳＳＷ）も配置。 

〈成果〉 ＳＮＳ相談は、市内全中学校に出前授業を実施し、登録人数５９３人、相談件数９０件であった。  

      友達や学校、家庭で言えないことをＳＮＳの窓口を通して相談できるので、子どもたちにとって 

不安や悩みを相談できる場を増やすことができた。 

また、ＳＳＷは、教育センターに１人配置し、学校の要請により学校や家庭を訪問した。令和 

     ６年度は、小学校４校、中学校５校から派遣申請があり、合わせて１６件に対応した。学校への支援 

として、必要な関係諸機関につなぐことで、児童生徒支援や家庭支援を行うことができた。 

 

○外国語教育推進事業 【教育センター】  

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

４４，３３５ ４４，４３４ ４４，４０２ 

〈概要〉 外国人英語指導助手を小・中学校へ派遣契約により配置した。（外国人英語指導助手 ９人） 

     日本語指導員を２人任用し、日本語指導が必要な外国人等の児童生徒のために派遣した。 

〈成果〉 令和５年度よりコーディネーターＡＬＴを１人加配し、計９人を小中兼務とし小学校週１～２日、

中学校週２～５日配置した（コーディネーターＡＬＴは教育センター勤務も含む）。 

児童生徒の英語における実践的コミュニケーション能力の育成を図るとともに、英語教員の 

指導力の向上を目指した。 

中学校では、週４時間ある英語の授業のうち２時間程度は外国人英語助手とのコミュニケー 

ション中心の授業を実施できるようになっている。また、小学校では、中・高学年の授業の８割以上 

に外国語指導助手が入り、言語活動を通して表現を身につける授業を実施している。 

ＡＬＴ研修も実施し、教材や指導法について共有し、学校との連携も深めることができた。 

本市独自の英語教育施策である「イングリッシュ・デイ・キャンプ」（令和６年度は小中合同開催） 

     は約３７人が参加、中学生向けには英検２次試験対策のオンラインレッスンとして「英検プラク 

ティス」を開催した。 

 日本語指導の指導員は、要請があった小学校６校、中学校１校に対して年間５１日派遣した。 
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【１０款 教育費   ６項 教育センター費】 

 
１目 教育センター費 

 

 

○きみつＳＤＧｓ教育推進事業 【教育センター】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額  決 算 額 

４，９７５ １１，５００ １１，３６６ 

〈概要〉 日本財団及び笹川平和財団による海洋教育パイオニアスクール助成金８５０万円を活用し、 

きみつＳＤＧｓ×つながる山・川・海学習プログラムを実施した。 

     安房運輸株式会社からの寄附金３００万円を活用し、清和小学校にさかなクンをゲスト 

ティーチャーとして招き、君津市を流れる小糸川上流の生き物調べの特別授業を実施した。 

〈成果〉 海洋教育実施希望校７校に対して、きみつＳＤＧｓ×つながる山・川・海学習プログラムとして、

地域の実態に合わせて探究的に自然体験をする校外学習を実施したり、ゲストティーチャーを 

招いて特別授業を実施したりする各校特色ある教育プログラムを実施した。 

 その学びを発表し合う、各校合同のオンライン発表会も小学校、中学校それぞれで実施した。 

 海洋教育を土台とした「きみペディア ～つながる山・川・海・人 探究百科きみつ学」の編集 

及び印刷製本を行った。 

 

- 204 -
－ 204 －



（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１１ 災害復旧費  ２２０，２４２ １７０，０５９ 

 １ 農林水産業施設災害復旧費 １６４，１８２ １２１，７４３ 

 

１目 農業施設災害復旧費 

 

○農業施設災害復旧事業 【農林土木課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３７，８０４ ８０，０２５ ５９，９４２ 

〈概要〉 令和５年６月２、３日の大雨等により被災した農道等の農業用施設の災害復旧を実施した。 

〈成果・進捗〉被災した農業生産基盤施設等の復旧により、農業経営の安定化及び利用者の安全を図ること

ができた。 

（繰越明許分） 

・修繕         川谷地先     ほか  １４件 

・委託料（設計）    蔵玉地先          １件 

・借上げ（重機）    川谷地先     ほか  ５４件 

・工事         戸崎地先     ほか   ５件 

年度内に完了が見込めないため、工事を次年度に繰り越した。 

・令和７年度へ事故繰越し ６，０５３千円 

 

２目 林業施設災害復旧費 
 

○林業施設災害復旧事業 【農林土木課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，１８３ ７４，３９４ ５３，９３６ 

〈概要〉 令和５年６月２、３日の大雨等により被災した林道等の林業施設の災害復旧を実施した。 

〈成果・進捗〉 被災した林業施設の復旧により、利用者の安全を図ることができた。 
（繰越明許分） 

・修繕           怒田地先     ほか  １４件 

・委託料（測量・設計ほか） 糸川地先     ほか   ５件 

・借上げ（重機）      大井戸地先    ほか  １７件 

・工事           大井戸地先    ほか   １件 

・補償費（電柱移転）    蔵玉地先          １件 

年度内に完了が見込めないため、工事を次年度に繰り越した。 

・令和７年度へ事故繰越し １７，６９０千円 
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【１１款 災害復旧費   １項 農林水産業施設災害復旧費】  
 

３目 農地災害復旧費 
 

○農地災害復旧事業 【農林土木課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，７２７ ９，７６３ ７，８６５ 

〈概要〉 令和５年６月２、３日の大雨等により被災した農地の災害復旧を実施した。 

〈成果・進捗〉 

 被災した農地の早期復旧により、農業経営の安定化を図ることができた。 

（繰越明許分） 

・工事           大岩地先     ほか   ２件 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１１ 災害復旧費 ２ 土木施設災害復旧費 ５６，０５９ ４８，３１６ 

 

１目 道路橋梁災害復旧費 

 

○道路橋梁災害復旧事業 【土木課】 

（単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２９，０６１ ３８，９１１ ３４，６２１ 

〈概要〉 令和５年９月８日の台風１３号の接近により被災した道路施設の復旧を実施し道路機能の回復を

図った。 

〈成果・進捗〉 
     被災した箇所の復旧工事等により、道路機能の回復及び交通の安全を図ることができた。 

（繰越明許分） 

・修繕       福岡地先    ほか  １４件 

・工事請負費    君津・清和線 鎌滝地先  

復旧延長 Ｌ＝ ８．０ｍ、コンクリートブロック積 Ａ＝２７㎡ 

          久留里松丘線 大戸見地先 

復旧延長 Ｌ＝１８ｍ、補強土壁工 Ａ＝８１㎡ 

          出戸１号橋 久留里大谷地先 

復旧延長 Ｌ＝１２ｍ、函渠工 Ｌ＝３ｍ 

 

 

２目 河川災害復旧費 

 

○河川災害復旧事業 【土木課】 

（単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５，４２３ １５，９６０ １２，５０７ 

〈概要〉 令和５年９月８日の台風１３号の接近により被災した河川施設の復旧を実施し河川機能の回復を

図った。 

〈成果・進捗〉被災した箇所の復旧工事等により、河川機能の回復を図ることができた。 
（繰越明許分） 
・修繕       糠田地先   ほか  ４件 
・工事請負費    御腹川 川谷地先  

復旧延長 Ｌ＝２１．３ｍ、コンクリートブロック積 Ａ＝６４㎡ 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１２ 公債費  ２，０６５，２１３ ２，０６４，５４７ 

 １ 公債費 ２，０６５，２１３ ２，０６４，５４７ 

 

１目 元金 

 

○長期借入金償還金 【財政課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，８５９，９２２ １，９８４，１６１ １，９８３，５６７ 

〈概要〉 借り入れた地方債に係る元金３５０件の償還を行った。 

 

令和６年度末借入金現在高 １９，５２９，７８０千円 

 

 

２目 利子 

 

○長期及び一時借入金利子 【財政課】 

 （単位：千円） 

令和５年度 令和６年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５９，６９８ ８１，０５２ ８０，９８０ 

〈概要〉 長期借入金に係る利子３８１件の償還を行った。 

 

※元金との償還件数の差 

元金償還なし：３３件（据置期間） 

利子償還なし： ２件（無利子） 
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（単位：千円） 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

国民健康保険特別会計（事業勘定） ８，８０７，９４９ ８，４９０，１２９ 

 
令和６年度の決算額は、予算現額８８億７９４万９千円（対前年度６億１,３５５万２千円、６．５％の減）に

対し、歳入総額８６億６，９１０万９千円（対前年度５億２１８万９千円、５．５％の減）、歳出総額８４億 

９，０１２万９千円（対前年度２億９，１１１万２千円、３．３％の減）で、実質収支は１億７，８９８万円 

（対前年度１億８，０１６万７千円、５０．２％の減）であり、国民健康保険被保険者に対し、医療の給付のほか、

高額療養費の支給、人間ドック補助や特定健診などの事業を行った。 

被保険者が医療機関を受診した際などに保険者として支払った費用は、４９億４,１５７万３千円で、対前年度   

１億５，９９２万４千円、３．１％の減となった。 

また、高額療養費のほか、出産育児一時金などの保険給付で、７億９，１０７万円を支出し、被保険者の負担 

軽減を図ることができた。 

保険給付費全体では、５７億４，３５２万６千円で、対前年度１億９，０９３万円、３．２％の減、被保険者 

一人当たりに要した保険給付費は３６万４千円で、対前年度６千円、１．６％の増となった。 

伸び続ける一人当たりの保険給付費を抑制するための医療費適正化対策として、診療報酬明細書の内容点検の

一部を業者委託し、点検の強化を図ったほか、増加傾向にある人工透析患者を減少させるため、地域医師会との 

連携による腎臓病地域連携パスの発行や、ジェネリック医薬品利用促進のため、医療機関等で提示できる 

ジェネリック医薬品希望カードの配布や差額通知を行うなど、利用促進のための効果的な周知・啓発に努めた。 

保健事業では、受診者の利便性の向上のため、集団健診とがん検診等を同日に受診することができるコラボ 

健診を実施した。 

令和６年度は、令和元年度から実施しているＡＩのデータ分析による対象者の特性に合わせた受診勧奨に 

おいて、受診率の低い上総地区の対象者に向けた上総地区専用の勧奨素材を引き続き発送するとともに、通院 

履歴はあるが健診履歴が無い対象者向けの資材を新たに追加し、個別健診及び集団健診の受診勧奨通知回数を 

２回から３回に増加させ受診率の向上を図った。 

また、保健指導についても、生活習慣病の発症予防、早期発見、重症化予防等を行った。 

収納率向上対策では、毎月ＳＮＳ等で今月の納期の案内及び納税に関する情報発信により期限内納付を推進し、

広報きみつやホームページ等でクレジットカード、インターネットバンキングやスマートフォン決済での電子 

納付の周知を図るとともに、休日納税相談を月１回開催した。 

また、滞納初期から速やかに差押えを行うなど滞納の長期化、肥大化にならないよう初期対策の強化に努めた。 

さらに、滞納繰越分の滞納者に対しては、納税相談と財産調査により滞納原因、納税誠意、資力を把握した 

うえで差押え、換価及び執行停止を適切・迅速に行い、併せて延滞金の適正徴収を実施することで、早期完納の 

促進と滞納繰越額の縮減に努めた。 
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○国民健康保険の状況 

 

１ 世帯数・被保険者数の状況                              （単位：世帯・人） 

区     分 
年 度 末 年 間 平 均 

Ｒ５年度 Ｒ６年度 増 減 Ｒ５年度 Ｒ６年度 増 減 

世  帯  数 10,835 10,494 △341 11,125 10,765 △360 

被
保
険
者
数 

総   数 15,993 15,164 △829 16,516 15,730 △786 

一般被保険者数 15,993 15,164 △829 16,516 15,730 △786 

退職被保険者数 0 0 0 0 0 0 

 

介護保険第２号被保険者数 4,783 4,602 △181 4,898 4,730 △168 

 
 

 ２ 被保険者の異動状況                                （単位：件） 
Ｒ６年度に

おける増 

転入 社保離脱 生保廃止 出生 後期離脱 その他 計 

664 2,352 55 32 1 366 3,470 

Ｒ６年度に

おける減 

転出 社保加入 生保開始 死亡 後期加入 その他 計 

563 1,845 100 148 1,283 363 4,302 

 
 
３ 医療給付の状況                                   （単位：件・千円） 

区     分 件 数 
費 用 額 

(医 療 費) 

給  付  額 一部負担金 

(患者負担分) 
他法負担分 

(保険者負担分) 

療養の給付等 

一 般 281,450 6,676,333 4,919,702 1,573,190 183,441 

退職者 0 0 0 0 0 

計 281,450 6,676,333 4,919,702 1,573,190 183,441 

療 養 費 等 

一 般 3,086 30,077 21,871 8,206 0 

退職者 0 0 0 0 0 

計 3,086 30,077 21,871 8,206 0 

合   計 284,536 6,706,410 4,941,573 1,581,396 183,441 
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４ 高額療養費・その他保険給付の状況            （単位：件・千円） 
区      分 件  数 給付額 

高 額 療 養 費 

一 般 14,540 768,151 

退 職 者 0 0 

計 14,540 768,151 

高 額 介 護 

合 算 療 養 費 

一 般 36 831 

退 職 者 0 0 

計 36 831 

そ の 他 の 

保 険 給 付 

出産育児一時金 31 16,132 

葬   祭   費 119 5,950 

傷 病 手 当 金 0 0 

計 150 22,082 

合      計 14,726 791,064 

 
 
５ 特定健康診査の実施状況                       （単位：人・％） 

 Ｒ５年度 Ｒ６年度 ※ 増  減 

対象者数 11,818 11,247 △571 

受診者数 5,703 5,313 △390 

受診率 48.3 47.2 △1.1 

※ Ｒ６年度は、Ｒ７年５月時点の暫定値で１１月に確定する。 

 

 

６ 若年健康診査の実施状況                       （単位：人・％） 

 Ｒ５年度 Ｒ６年度 増  減 

対象者数 1,983 1,897 △86 

受診者数 ※ 146 164 18 

受診率 7.4 8.6 1.2 

※ 受診者数は、集団健診の受診者のうち１８歳から３９歳までの国保の被保険者 

 

 

７ 人間ドックの実施状況                          （単位：人） 

 Ｒ５年度 Ｒ６年度 増  減 

特定健診対象者 885 920 35 

若年健診対象者 5 10 5 

合計 890 930 40 
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（単位：千円） 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定） ９１，８１３ ８２，３４７ 

 

直営診療施設勘定の令和６年度の決算額は、予算現額９，１８１万３千円（対前年度７１８万７千円、７.３％

の減）に対し、歳入総額８，７１２万４千円（対前年度２７７万３千円、３．１％の減）、歳出総額８，２３４万

７千円（対前年度１２４万６千円、１．５％の減）で、実質収支は４７７万７千円（対前年度１５２万７千円、 

２４．２％の減）であった。 

 

直営診療施設勘定では、各診療所で地域住民の健康保持に必要な治療に加え、各疾病の予防に努めた。 

小櫃診療所においては、指定管理者制度を導入して５年目を迎えたことから、令和７年度からの指定管理者を

公募し、引き続き、公益社団法人地域医療振興協会へ委託することに決定した。 

小櫃診療所の延べ受診者数は５，０５７人となり、令和５年度と比較すると減少傾向にあるが、訪問診療を 

含んだ外来診療の受診者数は大きく変化しておらず、予防接種者の減少が主な要因となっている。 

次年度も引き続き受診者の増加に向けた取組の充実を図り、受診者数の向上に努めていく予定である。 

 

松丘診療所は、令和７年度から指定管理者制度の新規導入に向けた準備と公募を行い、小櫃診療所の指定管理

者である公益社団法人地域医療振興協会へ委託することに決定した。 

指定管理者決定後、残存医薬品の在庫調整を行い医薬材料費の抑制を図るとともに、新体制での円滑な診療を

開始できるよう、指定管理者と業務引継ぎ等を行った。 

 

また、利用者の利便性向上と安定的な地域医療の提供のため、小櫃診療所については、予診室の空調機修繕及び

出入口自動ドア修繕を行い、松丘診療所については休憩室の空調機修繕と外灯のＬＥＤ化を行った。 

 
 
 診療の状況 

区 分 
開院日数 

(a) 

レセプト 

件  数 

(b) 

延 べ 

受診者数 

(c) ※２ 

診療収入 

  （千円）    

(d) 

１日当り 
受診者数 
(c)/(a) 

小櫃診療所 ２４１ － ５，０５７ － ２１．０ 

松丘診療所 ２０８ ３，２５８ ３，９６０ ３８，００５ １９．０ 

笹診療所 ※１ ３４ － １２２ － ３．６ 

  ※１ 笹診療所のレセプト件数、診療収入は松丘診療所に含む。 
  ※２ 受診者数には保険診療分のほか、健康診断及びワクチン接種等を含む。 
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 (単位：千円) 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

介護保険特別会計 ８，３３９，９７３ ７，４０５，１６４ 

 介護保険は、加齢に伴って生じる心身の変化に起因する疾病等により要介護又は要支援の認定を受けた

方が、自立した日常生活を営んでいくために必要となる居宅介護サービスや施設介護サービスなどを提供

する制度で、財源は、被保険者（４０歳以上）が納める保険料と国・県・市からの負担金等である。 
 介護保険の第１号被保険者（６５歳以上）は、令和７年３月末で２６，５０６人であり、前年同月比で、

０．３％の減となっている。 
要介護等認定申請件数は、３，９４６件であり、要介護状態区分等を審査する介護認定審査会を１１５

回開催し、３，８３３件の審査を行った。令和７年３月末の認定者数は４，９４８人であり、前年同月比

で、４．９％の増であった。 
  居宅介護（予防）サービスは、延べ９２，８８５件、給付額３２億３，３３９万４千円、地域密着型 
介護（予防）サービスは、延べ５，６８３件、給付額９億４，７８０万４千円であり、施設介護サービス

（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設及び介護医療院）は延べ７，５５８件、 
給付額２０億７，７３２万９千円であった。 
また、高額介護サービス等費は、医療保険制度と同様に低所得者に配慮し、一定額を超えた場合に 

償還払いされるもので、延べ１２，５４２件、給付額は１億５，２９９万９千円、施設利用者の居住費 
及び食費について、低所得者の負担軽減を図るための特定入所者介護サービス等費は延べ５，７２７件、

給付額１億７，３３９万５千円であった。 
  施設介護サービス給付費等で減少となった部分があるものの、全体としては、高齢化の進展に伴う 

要介護等認定者数の増加によりサービス利用が増加したことにより、前年度比０．９％の増となった。 

増加傾向にある保険給付費に対しては、利用者に適切な介護サービスを提供するため、介護給付費 

適正化事業を実施し、縦覧点検・医療情報との突合、ケアプランの点検、介護給付費の通知を行った。 

  地域支援事業費では、地域の支え合いの体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果的かつ効率的な

支援等を可能とするため介護予防・日常生活支援総合事業を実施した。 

また、包括的支援事業として高齢者の総合相談及び権利擁護等の支援や、生活の質の向上を図ることを

目的とした自立支援型、個別事例の地域ケア会議等を行い、地域の課題の把握に努めた。 

地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応するため、重層的支援体制整備事業を令和６年度から

開始し、これまで地域支援事業費で行っていた地域包括支援センターの運営費などの一部事業費を一般 

会計に移行し、一体的な支援に努めた。財源となる保険料分については、一般会計への繰出を行った。 

  令和６年度の決算額は、予算現額８３億３，９９７万３千円に対し、歳入総額７８億４，５７３万 
９千円、歳出総額７４億５１６万４千円で、実質収支は４億４，０５７万５千円であった。 

 
 
１ 要介護等認定の申請・審査等の状況（令和６年４月～令和７年３月）  
認定申請受付状況        （単位：件）   審査件数等 

申請件数 
申 請 別 内 訳   審査件数 介護認定審査会開催回数 

新 規 更 新 区分変更 3,833件 115回 

3,946 1,751 1,704 491 
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２ 認定者数の状況 
 
認定者数（令和７年３月末）                                                       （単位：人） 
区  分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

認定者数 707 781 961 857 689 630 323 4,948 

 
３ 保険給付費の状況 

 
保険給付費  6,608,782千円 

区分 種   別 件 数 
給付額 

(千円) 
区分 件 数 

給付額 

(千円) 

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費 

居
宅
サ
ー
ビ
ス 

訪問サービス 22,310 776,433 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費 

1,420 20,038 

通所サービス 14,495 1,043,471 1,133 38,328 

短期入所サービス 2,927 378,024 56 2,781 

福祉用具貸与及び購入 16,489 246,577 4,027 27,732 

住宅改修費 219 20,259 92 8,848 

特定施設入居者生活介護 1,441 286,311 188 15,156 

居宅介護支援 23,287 346,996 4,801 22,440 

計 81,168 3,098,071 11,717 135,323 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 820 109,536 - - 

夜間対応型訪問介護 42 670 - - 

地域密着型通所介護 1,900 155,820 - - 

認知症対応型通所介護 334 25,311 1 21 

小規模多機能型居宅介護 426 89,657 45 2,362 

認知症対応型共同生活介護 891 221,134 0 0 

地域密着型介護老人福祉施設 883 244,954 - - 

複合型サービス 

（看護小規模多機能型居宅介護） 
341 98,339 - - 

計 5,637 945,421 46 2,383 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

介護老人福祉施設 4,874 1,321,449 - - 

介護老人保健施設 2,422 677,491 - - 

介護療養型医療施設 19 5,503 - - 

介護医療院 243 72,886 - - 

計 7,558 2,077,329 - - 

計 94,363 6,120,821  11,763 137,706 

高額介護サービス等費 12,542 152,999 

 

0 0 

高額医療合算介護サービス等費 712 18,604 0 0 

特定入所者介護サービス等費 5,709 173,107 18 288 

審査支払手数料 105,137 5,257 - - 
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４ 介護予防・日常生活支援総合事業の状況 

  

  

５ 地域包括支援センターの設置状況（令和７年３月末）  

 

 

種   別 件 数 給付額 

(千円) 

介護予防・生活支援サービス事業費 

訪問型サービス 2,080 39,077 

通所型サービス 4,330 126,002 

高額介護サービス費相当 56 175 

高額医療合算介護サービス費相当 10 129 

通所型サービスＢ 5 509 

計 6,481 165,892 

介護予防ケアマネジメント事業費 3,263 17,830 

審査支払手数料 9,673 484 

名   称 運営主体 

人 員（人） 

主任介護 

支援専門員 

社会福祉士

等 
保健師等 事務職 

君津市地域包括支援室 君津市 ２ ２ ２ １ 

君津市中部地域包括支援センター 医療法人 １ ３ １ １ 

君津市東部地域包括支援センター 社会福祉法人 ２ １ １ １ 

君津市小糸・清和地域包括支援センター 社会福祉法人 １ １ ２ １ 
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（単位：千円） 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

後期高齢者医療特別会計 １，３７５，７７５ １，３４７，０２５ 

 

後期高齢者医療制度は、７５歳以上の方と、一定の障害がある６５歳から７４歳までの方を対象とする医療

制度として、平成２０年４月から施行された。 

療養の給付は、千葉県後期高齢者医療広域連合が行い、市は、各種申請の受付と保険料の徴収を行っている。 

後期高齢者医療の費用は５割が公費、４割が現役世代の他の保険制度からの支援金で賄われ、残りの１割を

後期高齢者からの保険料で負担する仕組みである。 

本市の令和６年度平均加入者数は１万４，５５８人（対前年度４２４人、３．０％の増）となっている。 

令和６年度の決算額は、予算現額１３億７，５７７万５千円に対し、歳入総額１３億５，２３０万円 

（対前年度６，２０９万８千円、４．８％の増）、歳出総額１３億４，７０２万５千円（対前年度６，２１２万

５千円、４．８％の増）で、実質収支は５２７万５千円（対前年度２万７千円、０．５％の減）であった。 

主な歳入は、後期高齢者医療保険料１０億６，３９３万５千円（対前年度１億２，３７３万３千円、 

１３．２％の増）であり、歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金１２億９，４６０万４千円（対前年度 

１億２，８４０万円８千円、１１．０％の増）であった。 

 

○加入者の状況                                        （単位：人） 

区  分 
年 間 平 均 

加 入 者 数 

 内  訳 

現役並み 

所得者 

（※２） 

一 般 Ⅰ 

（※３） 

一 般 Ⅱ 

（※４） 

区分 Ⅰ 

（※５） 

区分 Ⅱ 

（※６） 

65 歳～69 歳 ２３  ２  ９  ４  ５  ３  

70 歳～74 歳 ５６  ３  ２３  ６  １２  １２  

75 歳～79 歳 ５，４８８  ４８２  ２，２８１  １，２１３  ４４８  １，０６４  

80 歳～84 歳 ４，５８８  ２５１  １，９３８  ８４７  ６２０  ９３２  

85 歳～89 歳 ２，６４０  ７８  ９１３  ５０３  ５４５  ６０１  

90 歳～94 歳 １，３２４  ３８  ３８５  ２１１  ３８２  ３０８  

95 歳～99 歳 ３８８  １５  ９７  ６０  １４１  ７５  

100 歳～ ５１  １  １４  ４  ２７  ５  

計 

（※1） 

１４，５５８  

(１４，１３４) 

８７０  

(７７５) 

５，６６０  

(５，６１２) 

２，８４８  

(２，６９９) 

２，１８０  

(２，１８６) 

３，０００  

(２，８６２) 

※１ (  )内は前年度の数値 

※２ 現役並み所得者：医療費の自己負担割合が３割の加入者 

※３ 一般Ⅰ：医療費の自己負担割合が1割で、区分Ⅰ、Ⅱ以外の加入者 

※４ 一般Ⅱ：医療費の自己負担割合が２割の加入者 

※５ 区分Ⅰ：医療費の自己負担割合が1割で、世帯全員が個人市県民税非課税であり、かつ、その世帯全員の個々の 

       所得が０円となる加入者（年金収入は、控除額８０万円として計算。また、給与所得が含まれている 

場合は、給与所得の金額から１０万円を控除して計算） 

※６ 区分Ⅱ：医療費の自己負担割合が1割で、世帯全員が個人市県民税非課税の加入者(区分Ⅰ以外の加入者) 
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